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 本稿では、2016 年度と 2017 年度の「文章表現Ⅰ」において、事前・事後に行ったアンケート
結果の比較を行う。それによって、2016 年度と 2017 年度の外的な要素の違いが、どのように授
業効果に影響を及ぼしたかを明らかにし、授業構成の望ましい在り方への示唆を読み解いていく。 
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2. 2016年度と 2017年度の「文章表現Ⅰ」の概要 
 2016年度と 2017年度の「文章表現Ⅰ」における外的条件の相違点・一致点を表１にまとめた。 
 
表 1. 2016年度と 2017年度の「文章表現Ⅰ」概要比較 
 2016年度 2017年度 
対象学生 1年生 
受講期間 6・7月の 2か月間 
（週に 1回で 2コマ連続） 
4～7月（週 1コマ） 
クラス人数 一クラス約 90名 一クラス約 50～60名 
教科書 なし（毎回ワークシートを配布） あり 3） 
内容の特徴 スモールステップ／ピアレスポンス／読解対策に 4回の講義 
 
 対象学生及び内容の特徴に大きな違いはないが、大きな相違点としては 3 点あげられる。1 点








































図 1. 「文章表現Ⅰ」受講前後に実施したアンケート票（文書の種類ごとの設問部分） 
 
表 2. 評論文・資料「書き」抵抗感 
書き抵抗感 受講前 受講後 有意差 
2016年度(n=295) 2.0508（評論文） 2.3830（評論文） 1%有意 
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表 3. 論文・レポート「書き」抵抗感 
書き抵抗感 受講前 受講後 有意差 
2016年度(n=295) 1.9389（論文） 2.2745（論文） 1%有意 
2017年度(n=172) 2.0290（レポート） 2.5232（レポート） 1%有意 
 
Ⅲ. 「心がけ得点」「できる得点」の変化 

























図 2.  事前・事後に実施したアンケート票(「心がけ得点」「できる得点」に関する設問) 
 




 図 2にある質問項目のうち、前半 19項目を用いた「心がけ得点」の平均値比較結果が表 4にあ
る。対応のあるｔ検定の結果、2016 年度・2017 年度とも 1％水準で有意差がある。しかし 2016





表 4. 「心がけ得点」平均値比較 
心がけ得点 受講前 受講後 有意差 
2016年度(n=295) 86.535 53.611 1%有意 
2017年度(n=172) 78.622 90.134 1%有意 
 






表 5. 「できる得点」平均値比較 
できる得点 受講前 受講後 有意差 
2016年度(n=295) 45.535 44.6332 なし 
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